
全域

地域

広域化

多機能化

または

複合化

文化会館、保健センター

福祉センター、市営斎場

中央図書館など

学校、コミュニティーセンター
学校へ集約

多機能化・複合化した施設

全域のＣ施設

全域のＡ施設

全域のＢ施設

地域のＡ施設

（考えられる手法）

　○新設

　○既存施設の活用

　○民間施設の活用

（考えられる手法）

　○教育施設からの用途変更

　○地域との連携

（イメージ）

既存の施設

複数の自治体で公共施設の機能を補完していく。広域化をするにあたっては、近隣自治体との十分な調整が必要とな

るため、様々な可能性を探りながら広域連携について検討協議をしていく。

施設の機能は維持したまま、 1 つの施設で複数の機能を行えるようにする。

多機能化（複合化）により余剰となった施設・用地は他の多機能化（複合化）する施設への用途変更や民間事業者等

への譲渡も視野に検討していく。

（考えられる手法）

　○施設の用途変更　

　○民間活用（譲渡など）

余剰施設

＜用語の整理＞
（広域化） （複合化） （多機能化）（機能）

Ａ市

Ｂ町

Ｃ市 Ａ Ｂ スペース

Ｂ用途Ａ用途

Ｃ

×
公共施設

他の公共施設や
民間事業者活用

施設で提供するサービス 同じ用途の施設を複数の自治体で

共同で１つ所有し、活用していくこと

１つの建物に異なる用途の

機能が存在すること

１つのスペースを時間等で区分し、

異なる用途の機能として利用すること

＜公共施設再編成における総量削減のイメージ＞
公共施設は「全域」「地域」の 2 階層として考え、下記のようなイメージで総量削減を図っていく。

Ａ 廃止

Ｂ

Ｂ
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福祉サービス

図書貸出し

住民票交付


